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施設退所後に家庭復帰をした当事者の生活と支援
――社会的養護を受けた人々への生活史聞き取りを通して――












































































































れている (松本編 2010；浅井・松本・湯澤編 2008；阿部 2008；山野 2008)。
また，生活困難や課題の複合化について，例えば，松本他は，2003 年度に北海道内の全児
童相談所において虐待相談受理をしたもののうち，受理時年齢が 10歳，14 歳，15 歳の児童票





次に，厚生労働省が 1952 年以降，約 5年毎に実施している「児童養護施設入所児童等調査」
についてである。そのなかに，児童養護施設への入所理由を「養護問題発生理由」として集計
した結果がある (選択肢を一つ選んで回答)。この 50 年余りの推移をみると，「父または母の
































































































































と定義) に向けた実践モデルと実践マニュアルの開発 (野口 2008)，児童相談所における保護
者参加型支援モデルの開発 (鈴木 2007)，「当事者 (家族) 参画モデル」によるファミリーグ
ループ・カンファレンスの可能性に関する研究 (林 2008)，ファミリーソーシャルワークの役
割や機能，専門性に関する研究 (中山 2008)，児童養護施設におけるケース管理と支援の計画





































負担等を考慮の上，1 回につき 90 分から最大 2 時間を目途として実施した。インタビュー内
容は，調査協力者の了解・承諾を得て録音し，逐語録を作成した。
分析対象となる調査協力者の基本属性は，表 1 の通りである。かつて社会的養護を受けた経
験があり，家庭復帰経験のある 10 人で，男性 3 人，女性 7 人，平均年齢は 25.6 歳であった。
10 人中，家庭復帰後に施設への再措置があった人は 6人である (A，B，C，D，F，G)。家庭復
帰後の再措置が無かった人は 4人 (E，H，I，J) である。インタビュー調査時現在，親等の保
護者と同居している人は無く (0 人)，10 人全てが別居していた。現在の同居者や家族構成に
ついては，未婚・単身・独居が 3人 (A，B，H)，既婚・夫や子どもとの同居が 6人 (D，E，F，
G，I，J)，婚約・婚約者との同居が 1人 (C) であった。






具体的には，図 1 に示したように，出生から現在 (インタビュー調査時) までの調査協力者
の生活の過程と，社会的養護における支援の過程を据えた。具体的には，時間軸において，
「出生〜施設入所前」，「施設入所中」，「施設退所・家庭復帰〜現在」と大きく 3 つに時期区分
した。また，施設入所前の生活に関しては，入所の経緯/きっかけ (図 1 の②)，施設入所中の
生活に関しては，退所・家庭復帰までの経緯/きっかけ (図 1 の⑤) という生活の場や家族関
係・社会関係の移行期を取り上げた。さらに，施設入所中における家族関係，社会関係につい
ては，保護者等の家族と分離した生活にあることから，施設での生活，社会関係 (図 1 の③)
と，家族・家庭との関係 (図 1 の④) を分けて表記した。
















































































































































































































































た。I (当時 14 歳頃) は中学校の先生から「あなたの意思があれば施設に入ることもできる」
という助言があり，栄養失調になった妹の心配や，自身についても「もう限界」と感じていた
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という。Aは，非行等で「問題児だったから」(当時 12歳頃)，Bは「家出してきょうだい宅
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入所前 入所中 (最初の入所措置) 退所・家庭復帰後〜現在




























































































































































委託で b 自ホームに入居 (3ヶ月)→家
庭 (義妹が出生，万引き)→警察→家裁
(弁護士のサポート)→ c 自ホーム (1
年)→家庭 (義父と喧嘩。b 自ホームに




































































も 児 相 に
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なって」→児相→ e 自ホーム (半年)。
「ようやく人生が変った」「でも，うまく
いかなくて｣→(婦人保護施設を出た後








































思 っ た。(2 ヶ
月)


























入所前 入所中 (最初の入所措置) 退所・家庭復帰後〜現在
表 2 調査協力者の生活と家族関係・社会関係 (概要)
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うだいと喧嘩→小 4 頃 n 児童養護施設
(安心，安全でない生活。万引き等)→小
6頃，家庭 (衣食住困難，不登校)→小 6
頃 o児童養護施設 (中 3頃，父の死)→
高校進学 (勉強，課外活動，バイト)→卒
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入所前 入所中 (最初の入所措置) 退所・家庭復帰後〜現在
注 1) データはすべて調査時現在のもの。個人が特定されないようにしている。
注 2) 表中の用語は以下のように略す。児童相談所 一時保護所：児相一保/自立援助ホーム：自ホーム/生活保護：生保
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( 2 ) 例えば，以下の文献を参照されたい。Stuart, T. Hauser, Joseph, P. Allen and Eve, Golden (2006)
Out of TheWoods：Tales of Resilient Teens, Harvard University Press (=2011，仁平悦子・仁平
義明訳『ナラティヴから読み解くリジリエンス――危機的状況から回復した「67 分の 9」の少年
少女の物語』北大路書房。)
Mark, W. Fraser, ed. (2004) Risk and Resilience in Childhood：An Ecological Perspective, 2nd Ed.,
National Association of Social Workers. (=2009，門永朋子・岩間伸之・山縣文治訳『子どものリ
スクとリジリエンス――子どもの力を活かす援助』ミネルヴァ書房。)
( 3 ) 藤村はまた，生，life の 3 つの構成要素について，「〈生〉とは，身体の活動としての〈生命〉を媒
介に，日々の生活経験 (〈生活〉) と時間経験 (〈生涯〉) を私たちが達成していく軌跡であると考
えられる」と述べている (藤村 2008：264-265)。
( 4 ) ライフ・イベントについては，例えば，以下の文献を参照されたい。嶋﨑 (2008：32-33)，会沢
他 (1998)，片瀬 (2003)。

































( 8 ) 1952〜1997 年の各年の調査結果は厚生省児童家庭局「養護児童等実態調査」，2003〜2008 年の各
年の調査結果は，厚生労働省雇用均等・児童家庭局「児童養護施設入所児童等調査結果の概要」
による。









地域でのひとり暮らしとなった者を含む計 31名 (年齢は 10代〜40代。平均 27.6 歳) である。繰
り返しになるが，本稿では，31名中，施設退所後に家庭復帰をした 10名を分析の対象とする。
(11) 研究者と調査協力者との関係性については，既に様々な指摘がなされているが，例えば，藤原






































原史子 (2005)「児童養護施設入所児童の家族的背景と家族への支援 (1)」『金城学院大学論集 社会科
学編』2 (1)，47-66．
藤村正之 (2008)『〈生〉の社会学』東京大学出版会．
古川孝順 (2008)「第 9章 社会的養護と規制改革――変動する社会の児童養護施設」『社会福祉研究
の新地平』有斐閣，228-263．




















Mark, W. Fraser., ed. (2004) Risk and Resilience in Childhood：An Ecological Perspective, 2nd Ed.,
施設退所後に家庭復帰をした当事者の生活と支援 (伊部恭子)
― 24 ―
National Association of Social Workers. (=2009，門永朋子・岩間伸之・山縣文治訳『子どものリ
スクとリジリエンス――子どもの力を活かす援助』ミネルヴァ書房．)



















Norman, K. Denzin and Yvonna, S. Lincoln, eds. (2000) Handbook of qualitative research second edition,
Sage Publications, Inc. (=2006，平山満義監訳・藤原顕編訳『質的研究ハンドブック 2巻 質的研
究の設計と戦略』北大路書房．)
NPO法人ふたばふらっとホーム (2012)『社会的養護施設等および里親出身者実態調査概要報告書 (平










桜井厚 (2012)『ライフストーリー論 (現代社会学ライブラリー 7)』弘文堂．
桜井厚・小林多寿子編 (2005)『ライフストーリー・インタビュー――質的研究入門』せりか書房．
青少年福祉センター編 (1989)『強いられた「自立」――高齢児童の養護の道を探る』ミネルヴァ書房．
芝野松次郎 (2004)「施設ケアとファミリーソーシャルワーク」『社会福祉研究』第 90 号，鉄道弘済会，
77-87頁．
嶋﨑尚子 (2008)『ライフコースの社会学 (社会学のポテンシャル 2)』早稲田社会学ブックレット，学
文社．
社会福祉法人 全国社会福祉協議会 児童福祉部 (2009)『子どもの育みの本質と実践――社会的養護を





Stuart, T. Hauser, Joseph, P. Allen and Eve, Golden (2006) Out of TheWoods：Tales of Resilient Teens,

























本論文は，2011〜2012 年度佛教大学特別研究費助成，2010〜2013 年度科学研究費補助金 (基盤研究 C，
課題番号 : 22530645)「社会的養護における支援課題としての社会関係形成 ――児童養護施設経験者の
生活史から――」(研究代表者：伊部恭子)に関する研究成果の一部を報告するものです。
(いべ きょうこ 社会福祉学科)
2012 年 10 月 31日受理
施設退所後に家庭復帰をした当事者の生活と支援 (伊部恭子)
― 26 ―
